
 

再  評  価  書 

箇所名 林道三和片川線 事業名 林道事業 課   名 治山林道課 

事業概要 
工   期 

(下段前回) ※1 

昭和49年～令和19年 全体事業費 

(下段前回)  

8,535百万円(負担率：国50％：県50％) 
昭和49年～令和9年 7,635百万円(負担率：国50％：県50％)       

事 業 目 的 及 び 内 容 

（１）所在地 

   熊野市紀和町和気地内の県道小船紀宝線を起点とし、同町小栗須地内の国道３１１号を終点とします。 

（２）事業の目的 

路網が未整備な熊野市紀和町南東部の広大な森林において骨格となる林道として、森林の適正管理と森林資

源の有効利用を図るとともに、布引の滝など森林や自然を活かした観光資源へのアクセス道路として地域振

興を図ることを目的とします。 

（３）全体計画 

  ① 延 長 ： ３２，２６０ｍ 

  ② 幅 員 ： ５ｍ（天瀬～楊枝川区間は平成１４年度から４ｍに縮減） 

  ③ 事業費 ： ８，５３５，０３１千円（２６５千円／ｍ） 

  ④ 事業期間： 昭和４９年度～令和１９年度（６４年間） 

（４）全体計画の変更内容 

   全体計画について、事業費を８，５３５百万円（９００百万円増）へ、計画期間を昭和４９年から   

令和１９年度（１０年延長）への変更を予定しています。 

      ・物価上昇  ４０４百万円 

・残土処理工 ２０６百万円（岩石破砕工、転圧工） 

      ・法枠工   ２３１百万円 

      ・転石破砕工  ５９百万円       

         合計  ９００百万円 

 

（５）利用区域の森林資源等の状況 

   当該路線の利用区域面積は２，４９６ｈａ、このうち人工林１，５２０ｈａで、人工林率は６１％です。 

人工林面積の９３％が利用可能な４１年生以上となっており、豊富な森林資源が利用時期を迎えています。 

 

 

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果 

１ 再評価を行った理由 

平成３０年度に再評価を実施後、一定期間（５年）が経過し、事業継続中であるため、三重県公共事業再評価

実施要綱第２条（３）に基づき再評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
２ 事業の進捗状況と今後の見込み 

（１）事業着手 

昭和４９年度に布引工区で工事着手しました。早期の完成を図るため、天瀬工区・楊枝川工区・小栗須工区

と順次工区を拡大し、令和５年度は布引工区、楊枝川工区、小栗須工区の３工区で工事を実施しています。 

（２）進捗状況（令和４年度末の事業量） 

① 開設延長  ：  ２４，７１８ｍ  （ 進捗率 ７６．６％ ） 

② 事 業 費  ：   ６，２８８百万円（ 進捗率 ７３．６％ ） 

（３）今後の見込み 

   布引工区から小栗須工区間は令和８年度の開通を目標としています。 

天瀬工区から楊枝川工区間は令和１９年度の開通を目標としています。 

（４）利用区域内の森林整備状況 

 
R5調査時点 

整備面積 うち主伐 うち間伐 

Ｈ２９までの実績 １，０１７ ｈａ ９８．５ ｈａ ７５７．１ ｈａ 

Ｈ３０～R４の実績 ７３ ｈａ ０．３ ｈａ ６４．９ ｈａ 

 

（５）その他利用区域内の状況 

   三重くまの森林組合や森林所有者などにより、これまで約１４，４００ｍの作業道等が開設され、間伐等

の森林整備や木材生産が実施されました。 

 

 

３ 事業を巡る社会経済情勢等の変化 

（１）周辺環境の変化 

①熊野市は、平成１７年１１月１日に熊野市と紀和町が合併しました。 

②熊野市では、平成２０年度に第１次総合計画を、平成３０年度には第２次総合計画を樹立し、重点施策と

して「森林の価値を高めた持続可能な林業・木材産業の振興」のほか、施策Ⅰ「森林・林業でかがやきを

増す人づくり」、施策Ⅱ「災害に強い森林づくりと環境林の保全」の３つの施策を掲げており、森林の適正

管理、林道・作業道の路網整備や林業後継者の育成などに取り組んでいます。 

③平成２４年４月に広域合併した三重くまの森林組合が、地域林業の中核的担い手として、行政機関や関係

業界などと一体となって、地域の森林整備と保全を進めています。 

④林業作業については、高性能機械（プロセッサ、グラップル及びフォワーダー）が普及し、機械作業によ

る造材や集材の効率化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元意向の変化等 

４－１ 費用対効果分析 

① 前回評価時の費用対効果分析の結果 ※2 

前回評価時（Ｈ３０年度） 

Ｂ（便益） １５，９９３ 百万円 

Ｃ（費用） １５，８３４ 百万円 

Ｂ／Ｃ １．０１ 

 

② 費用対効果分析の結果 ※3 

今回評価 

Ｂ（便益） ２１，７５２ 百万円 

Ｃ（費用） １８，９５９ 百万円 

Ｂ／Ｃ １．１５ 

 

 

③ 感度分析の結果 ※4 

 今回評価 

Ｂ（便益）の下振れ（－１０％） ２０，９３２ 百万円 

Ｃ（費用）の下振れ（＋１０％） ２０，８５５ 百万円 

Ｂ／Ｃ １．００ 

        （林野公共事業における事業評価マニュアル（令和５年４月）） 

 

 

 

４－２ その他の効果 

「布引の滝」など森林や自然に市民がふれあう機会増進のための短縮路として、また災害発生時には県道  

熊野川紀和線の迂回路として期待されます。 

 

 

４－３ 地元意向 

   熊野市では、林業振興や森林の適正管理を促進するとともに、自然豊かな観光資源へのアクセスや生活道、

また避難道路としての役割もあることから事業継続を強く望んでいます。 

 

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性 

５－１ コスト縮減 

波形線形の採用、用途に応じた幅員や路肩の縮減を行うことで、土工量と法面保護工を減らすなどにより

コスト縮減を図ります。 

 

５－２ 代替案 

当路線の利用区域内の森林整備を図る必要があること、更には観光資源への集客や地域住民の迂回路として

地域振興に資することから、当林道を開設する以外に代替案はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
再 評 価 の 経 緯 

≪平成３０年度再評価時の委員会の意見≫ 

 

「事業継続の妥当性が認められたことから、事業継続を了承する。事業が長期に渡っていることから、早期の

事業完成に努めるとともに、事業効果の十分な発現のために、森林整備・林業振興を目的とした施策をさらに推

進されたい。」 

 

 

 

 

事 業 主 体 の 対 応 方 針 

三重県公共事業再評価実施要綱第３条の視点を踏まえて再評価を行った結果、同要綱第５条第１項に該当する

と判断されるため、一層のコスト縮減と環境配慮を行い、関係する市町や地元関係者との連携を図りながら事業

を継続し、早期完成を目指したいと考えています。 

 

 

 

 

委員会意見の概要【事業方針作成時に記述】 

 事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承する。 
 事業が長期に渡っていることから、事業効果の早期発現のため、森林整備・林業振興のみならず、地域振興と

公益的機能発現も視野に入れて早期完成に努められたい。 

 

 

対応方針【事業方針作成時に記述】 

 再評価において事業継続の妥当性が確認されたことから、事業効果の早期発現に向けて事業を継続して実施し

ていきます。 
 

 

事業方針の概要【事業方針作成時に記述】 

 今後詳細な測量設計を実施していく中で、経済的な線形や工法について検討するなど、コスト縮減に努めると

ともに、事業予算の重点的な配分により事業の早期完成を図ります。 
 また、市町や林業事業体と連携した路網整備の推進により、「林業振興」や「森林整備による公益的機能の発

現」を図るとともに、集落間や観光・集客施設等へのアクセス向上を図ることにより地域振興に配慮しながら、

効果的・効率的な事業推進に努めてまいります。 

 

 

 

※1再評価実施事業は(下段前回)とし、前回再評価時の内容を記載する。未実施の場合は（下段当初）とし、当初計画時の内容を 

  記載する。 

※2再評価実施事業は、前回再評価時の内容を記載する。未実施の場合は、当初計画時の内容を記載する。 

※3当該事業を所管する省庁の費用便益分析手法に従い費用対効果分析の結果を記載する。 

※4当該事業を所管する省庁の費用便益分析手法に従い感度分析の結果を記載する。 


